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私たちは、障がい者、健常者のへだてのない、誰もが自立して豊かに暮らすことができる新しい社会の仕組みづくりに取り組んでいます
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　プロジェクトゆうあいの主要な取り
組みの一つとして、「公共交通のまち
づくり」をあげることができます。松
江の路線バス、鉄道の情報をまとめた
「どこでもバスブック松江版」はその
代表選手で、１０年以上にわたって毎
年１万部の発行を継続しています。
　松江での私たちの取り組みのよう
に、全国でも市民団体やＮＰＯが、各
地域のバスマップ（公共交通マップ）
をつくる動きが広がっています。複数
のバス会社が混在しているバス路線情
報を、一元的に分かりやすく表現して
市民に提供するマップというのは、実
はどの地域でもあるようでないので
す。自治体や交通事業者がバスマップ
をつくればいいのにと思いますが、そ
うなっていないのが日本の実情で、市
民の側からバスマップをつくるという
動きが生まれているのです。
　バスマップを市民の手でつくってい

広がる公共交通まちづくりの取り組み広がる公共交通まちづくりの取り組み広がる公共交通まちづくりの取り組み
～どこでもバスバスブックからバス停プロジェクトまで～

どこでもバスブック松江

バスマップすごろく島根版
「しまねっこ電鉄」で遊ぶこどもたち

高松のバスマップサミットで紹介された
巨大バスマップすごろく「しまねっこ電鉄」

る、あるいはつくろうとしている市民団
体、ＮＰＯがそれぞれの情報交換を目的
として、全国バスマップサミットなるも
のが開催されています。２００３年に岡
山でその第 1 回サミットが開催され、
以降毎年全国で開催されています。松江
でも２００５年に開催され、今年２０１
３年は高松で開催。北は北海道から沖縄
まで、これらサミットの開催もすべて市
民団体、ＮＰＯによる手弁当の催しです。
　プロジェクトゆうあいでは、このサ
ミットでの情報交換に刺激をうけなが
ら、公共交通まちづ
くりに関する様々な
事業を展開していま
す。バスブックだけ
でも、出雲版、安来版、
江津版、島根観光版
などの制作発行に関
わっているほか、バ
スの乗り継ぎイベン

トや、駅前の路線バス総合サインの制作、
バス待ち専用ベンチの開発なども手掛け
ています。近年では、バス停クリーンアッ
ププロジェクトとして、人権啓発ポスター
や漫画家の園山俊二さんのイラストと
セットにしてバス停のボードをきれいに
していく活動や、バスマップをもとにし
たバスマップすごろくの開発、商品化も
果たし、巨大なバスマップすごろくを制
作してイベントでは多くの子どもさんに
楽しんでいただいています。２０１２年
には、これらの取り組みが評価されて、
日本モビリティマネジメント会議（ＪＣＯ
MM）から表彰を受けることにもなりまし
た。
　直近の話題としては、松江・出雲・安
来エリアの観光版バスマップ「縁結びバ
スマップ」を自主研究として目下開発中
で、ちかじかお披露目の予定です。この
マップを持ち歩く観光客が見られるよう
になるなることは間違いなしで、とって
も楽しみです。

月照寺前のバス停クリーンアップ
（左は以前、右が作業後）
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出雲空港のバリアフリー調査

障がいのある方が出雲空港を快適に

利用いただけるよう、どのような改

修をするとよいかを検討するために、

出雲空港内のバリアフリー調査へ行

きました。

夏休みのキッズスペースゆうあい

夏休み中にキッズゆうあいでは、バー

ベキュー、ヨット体験、日御碕への

遠足などのイベントを実施。子ども

たちには、夏休みのとてもよい思い

出になりました。

事務所で働いているスタッフが集ま

り、納涼会を開催しました。昨年よ

りスタッフの人数が増えてとてもに

ぎやかに。年に数回開催している行

事の大切さを感じさせる行事でした。

「ゆうあい納涼会」 を開催

「ウェブアクセシビリティセミナー
２０１３ in 松江」 開催

松江駅前オープンソースラボにて開

催しました。行政でホームページの

更新を担当されている方など、１５

人の方に参加していただきました。

ホームページのバリアフリーという

概念が着実に広まっています。

「てくてく日和島根版」 夏号発行

今回はご要望の多かった出雲大社周辺

を特集としています。平成の大遷宮の

年を迎え、出雲大社周辺も観光客で賑

わうとともに、周辺の町並みも整備さ

れている中、盛りだくさんのバリアフ

リー情報を紹介しています。

「ゆうあい夏祭り」 大盛況

城北公民館にて「ゆうあい夏祭り」

を開催しました。たこ焼きやヨーヨー

釣りのお店を開きました。キッズス

ペースの子どもたちの家族を中心に、

楽しいお祭りになりました。

白潟本町商店街で古本販売

地元の白潟天満宮例大祭に合わせて、

だんだんハウス ゆうあい」を白潟本

町商店街に臨時出店しました。ゆう

あいの活動について展示でご紹介す

ると同時に古本を販売し、大盛況と

なりました。

「えみスマイル！」 ７月号完成

振動の数を確認することによって時

間がわかる時計触読式振動時計メテ

オを紹介する動画「えみスマイル！7

月号」をアップしました。YouTubeの

検索からご覧いただけます。

「バイオ再生重油」と呼ばれる食用の

廃油と車の廃オイルを活用して、再

生重油にするというまだ全国にわず

かにしかない取り組みを様々な企業、

事務所と連携してこの秋から実証実

験を開始することになりました。

廃油リサイクル事業の取り組み



９月

てくてくラジオをスポーツ祭東京に

大会メイン会場の東京味の素スタ

ジアムと、駒沢オリンピック公園

広場、世田谷区立大倉総合運動場

広場に、ＡＭラジオを使った「てく

てくラジオ」が採用されました。

各会場で視覚障がい者むけに、音

声案内サービスが実施されました。

「えみスマイル！」 ９月号完成

９月号は、画面読み上げソフト

「PC トーカー」のケイト（Kate）

という名前の英語女性音声と、英

語音声の設定方法を紹介していま

す。ケイトの発音がとてもきれい

で好評だそうです。YouTubeの検

索からご覧いただけます。

「市報松江」 デイジー版、 試験的に
配布開始

松江市の広報「市報松江」のデイジー

版が、来年４月から配布されます。

それに先立ち、９号から試験配布を

開始しました。デイジー（DAISY）とは、

視覚障がいの方などのためのデジタ

ル録音図書のことで、読みたい場所

を探しやすい、便利な録音図書です。

「市民活動フェスタ2013」 に参加

松江市民活動センターにブースを設

け、古本販売をしました。交流ホー

ルでは、「どこでもバスマップすごろ

く島根版（しまねっこ電鉄）」の巨大

すごろく体験と販売をしました。い

ずれも大盛況でした。

バス関連のイベントに参加

９月は２つのバス関連のイベントが

あり、「第11回全国バスマップサミッ

ト in 高松」と「第４回バスまつり」

にゆうあいから参加しました。いず

れも巨大バスマップすごろくをたく

さんの方に体験していただきました。

島根県の代表として選出

全国の地方新聞社と共同通信社の主

催となる「第四回地域再生大賞」に

山陰中央新報社さんに推薦をいただ

き、ゆうあいが島根県の代表として

選出されました。多彩な活動団体が

全国各県よりノミネートされる中、

最優秀を目指します！

　２０１２年１２月に第 1 号を発行して以来、3 カ月に１号のペースで発行を続けているバリアフリーまち歩き情報誌「てく

てく日和」ですが、おかげさまで多くのご愛読いただける読者さんに支えられ、現在第5号の発行に向けて作業を進めています。

この冊子は島根県内の観光スポットをバリアフリーのまち歩きという視点により、順に紹介していくもので、現地に車いすの

スタッフ、視覚障がい者のスタッフなどが出向いてしっかりと取材をして臨場感のある記事にすることを特徴にしています。

また、交通機関や宿泊施設などのバリアフリー情報を、一覧で分かりやすく紹介する

ことで実用性も持たせています。

　フリーペーパーということで、発行のための経費捻出が大きな課題なのですが、実

のところ、当初の2号分は制作・印刷費用の工面については松江市からの補助もあり、

楽に進めることができました。しかし第 3 号からは自主発行ということになり、広告

協賛をいただく中で、自立して事業を進めています。どうにか多くの企業さまに協賛

をいただいていますが、今後も継続して協賛いただける企業、事業者さまを募りたい

と考えています。

バリアフリーまち歩き情報誌 「てくてく日和」 の発行裏話




